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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検査ネットワークに接続されたトラフィックレシーバによって実行される方法であっ
て、
　前記被検査ネットワークを介してパケットのストリームを受信する工程であって、前記
パケットのストリームからの２つ以上のパケットは第１のパケットグループ識別番号（Ｐ
ＧＩＤ）を含む、工程と、
　前記第１のＰＧＩＤを含む２つ以上のパケットの各々について、
　前記受信されたパケットから、シーケンス番号（ＳＮ）を抽出する工程と、
　前記トラフィックレシーバ内またはそれに接続されたメモリから、前記第１のＰＧＩＤ
に関連付けられたデータを検索する工程であって、前記データは、次に予期されるシーケ
ンス番号（ＮＥＳＮ）、作動の開始（ＳＯＲ）、順序通りのパケットの番号（ＮＩＯ）、
および複製のパケットの番号（ＮＤＰ）を含む、工程と、
　前記データを更新する工程であって、以下：
　　ＳＮがＮＥＳＮと等しいか、ＮＥＳＮ未満であるか、またはＮＥＳＮより大きいかど
うかを決定するために、ＳＮとＮＥＳＮとを比較することと、
　　ＳＮがＮＥＳＮと等しい場合、ＮＥＳＮをインクリメントし、ＮＩＯをインクリメン
トすることと、
　　ＳＮがＮＥＳＮ未満である場合、ＳＮとＳＯＲとを比較し、ＳＮがＳＯＲより大きい
か、またはＳＯＲと等しい場合、ＮＤＰをインクリメントすることと、
　　ＳＮがＮＥＳＮより大きい場合、ＳＯＲをＳＮに設定し、ＮＥＳＮをＳＮプラス１に
設定し、ＮＩＯをインクリメントすることと、を含む、工程と、
　前記更新されたデータを前記メモリに保存する工程とを含む、方法。
【請求項２】
　前記第１のＰＧＩＤに関連付けられたデータは、ロストしたパケットの番号（ＮＬＯ）
を含み、前記データを更新する工程はさらに、
　ＳＮがＮＥＳＮより大きい場合、ＳＮマイナスＮＥＳＮと等しい値だけ、ＮＬＯを増加
させることを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記第１のＰＧＩＤに関連付けられたデータは、再順序化されたパケットの番号（ＮＲ
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Ｏ）および遅延パケットの番号（ＮＬＡ）を含み、前記データを更新する工程はさらに：
　ＳＮがＮＥＳＮ未満で、ＳＮがＳＯＲ未満である場合：
　ＳＮと、ＮＥＳＮマイナス特定の遅延閾値（ＬＴ）とを比較することと、
　ＳＮがＮＥＳＮマイナスＬＴより大きいか、それと等しい場合に、ＮＲＯをインクリメ
ントし、ＮＬＯをデクリメントすることと、
　ＳＮがＮＥＳＮマイナスＬＴ未満である場合、ＮＬＡをインクリメントし、ＮＬＯをデ
クリメントすることとを含む、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記第１のＰＧＩＤに関連付けられたデータはＬＴを含む、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　複数のパケットグループに関連付けられたデータを保存するためのメモリと、
　前記メモリに接続された論理とを備えるトラフィックレシーバであって、
　前記論理は、以下：
　被検査ネットワークからパケットのストリームを受信する工程であって、前記パケット
のストリームからの２つ以上のパケットは、複数のパケットグループから第１のパケット
グループを識別する第１のパケットグループ識別番号（ＰＧＩＤ）を含む、工程と、
　前記第１のＰＧＩＤを含む各々のパケットについて、
　前記受信されたパケットから、シーケンス番号（ＳＮ）を抽出する工程と、
　前記メモリから、前記第１のパケットグループに関連付けられたデータを検索する工程
であって、前記データが、次に予期されるシーケンス番号（ＮＥＳＮ）、作動の開始（Ｓ
ＯＲ）、順序通りのパケットの番号（ＮＩＯ）、および複製のパケットの番号（ＮＤＰ）
を含む、工程と、
　前記データを更新する工程であって、以下：
　　ＳＮとＮＥＳＮとを比較し、
　　ＳＮがＮＥＳＮと等しい場合、ＮＥＳＮをインクリメントし、ＮＩＯをインクリメン
トし、
　　ＳＮがＮＥＳＮ未満である場合、ＳＮとＳＯＲとを比較し、ＳＮがＳＯＲより大きい
か、またはＳＯＲと等しい場合、ＮＤＰをインクリメントし、
　　ＳＮがＮＥＳＮより大きい場合、ＳＯＲをＳＮに設定し、ＮＥＳＮをＳＮプラス１に
設定し、ＮＩＯをインクリメントする、工程と、
　前記更新されたデータを前記メモリに保存する工程と
　を行うように構成されている、トラフィックレシーバ。
【請求項６】
　前記第１のパケットグループに関連付けられたデータはロストしたパケットの番号（Ｎ
ＬＯ）を含み、
　前記データを更新する工程はさらに、ＳＮがＮＥＳＮより大きい場合：
　　ＳＮマイナスＮＥＳＮと等しい値だけ、ＮＬＯを増加させることを含む、請求項５に
記載のトラフィックレシーバ。
【請求項７】
　前記第１のパケットグループに関連付けられたデータは、再順序化されたパケットの番
号（ＮＲＯ）および遅延パケットの番号（ＮＬＡ）を含み、
　前記第１のパケットグループに関連付けられたデータを更新する工程はさらに、ＳＮが
ＮＥＳＮ未満であり、ＳＮがＳＯＲ未満である場合：
　　ＳＮがＮＥＳＮマイナスＬＴより大きいかまたはそれと等しいか、あるいはＮＥＳＮ
マイナスＬＴ未満であるかどうかを決定するために、ＳＮと、ＮＥＳＮマイナス所定の遅
延閾値（ＬＴ）とを比較することと、
　　ＳＮがＮＥＳＮマイナスＬＴより大きいか、またはそれと等しい場合、ＮＲＯをイン
クリメントし、ＮＬＯをデクリメントすることと、
　　ＳＮがＮＥＳＮマイナスＬＴ未満である場合、ＮＬＡをインクリメントし、ＮＬＯを
デクリメントすることとを含む、請求項６に記載のトラフィックレシーバ。
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【請求項８】
　前記第１のパケットグループに関連付けられたデータはＬＴを含む、請求項７に記載の
トラフィックレシーバ。
【請求項９】
　１つ以上のプログラマブルデバイスにプログラミングするために用いた場合、前記１つ
以上のプログラマブルデバイスを、トラフィックレシーバとして構成させるデータを保存
するコンピュータ可読持続性保存媒体であって、以下：
　被検査ネットワークからパケットのストリームを受信する工程であって、前記パケット
のストリームからの２つ以上のパケットは、複数のパケットグループから第１のパケット
グループを識別する第１のパケットグループ識別番号（ＰＧＩＤ）を含む、工程と、
　前記第１のＰＧＩＤを含むパケットの各々について、
　前記受信されたパケットから、シーケンス番号（ＳＮ）を抽出する工程と、
　メモリから前記第１のパケットグループに関連付けられたデータを検索する工程であっ
て、前記データは、次に予期されるシーケンス番号（ＮＥＳＮ）、作動の開始（ＳＯＲ）
、順序通りのパケットの番号（ＮＩＯ）、および複製のパケットの番号（ＮＤＰ）を含む
、工程と、
　前記データを更新する工程であって、以下：
　　ＳＮとＮＥＳＮとを比較することと、
　　ＳＮがＮＥＳＮと等しい場合、ＮＥＳＮをインクリメントし、ＮＩＯをインクリメン
トすることと、
　　ＳＮがＮＥＳＮ未満である場合、ＳＮとＳＯＲとを比較し、ＳＮがＳＯＲより大きい
か、またはＳＯＲと等しい場合、ＮＤＰをインクリメントすることと、
　　ＳＮがＮＥＳＮより大きい場合、ＳＯＲをＳＮに設定し、ＮＥＳＮをＳＮプラス１に
設定し、ＮＩＯをインクリメントすることと、を含む、工程と、
　前記更新されたデータを前記メモリに保存する工程と
　を行うように構成された論理を含む、コンピュータ可読持続性保存媒体。
【請求項１０】
　前記第１のパケットグループに関連付けられたデータはロストしたパケットの番号（Ｎ
ＬＯ）を含み、
　前記データを更新する工程はさらに、ＳＮがＮＥＳＮより大きい場合：
　ＳＮマイナスＮＥＳＮと等しい値だけ、ＮＬＯを増加させることを含む、請求項９に記
載のコンピュータ可読持続性保存媒体。
【請求項１１】
　前記第１のパケットグループに関連付けられたデータは、再順序化されたパケットの番
号（ＮＲＯ）および遅延パケットの番号（ＮＬＡ）を含み、
　前記データを更新する工程はさらに、ＳＮがＮＥＳＮ未満であり、かつＳＮがＳＯＲ未
満である場合：
　　ＳＮがＮＥＳＮマイナスＬＴより大きいかまたはそれと等しいか、あるいはＮＥＳＮ
マイナスＬＴ未満であるかどうかを決定するために、ＳＮと、ＮＥＳＮマイナス所定の遅
延閾値（ＬＴ）とを比較することと、
　　ＳＮがＮＥＳＮマイナスＬＴより大きいか、またはそれと等しい場合、ＮＲＯをイン
クリメントし、ＮＬＯをデクリメントすることと、
　　ＳＮがＮＥＳＮマイナスＬＴ未満である場合、ＮＬＡをインクリメントし、ＮＬＯを
デクリメントすることとを含む、請求項１０に記載のコンピュータ可読持続性保存媒体。
【請求項１２】
　前記第１のパケットグループに関連付けられたデータはＬＴを含む、請求項１１に記載
のコンピュータ可読持続性保存媒体。
【請求項１３】
　被検査ネットワークに接続されたトラフィックレシーバによって実行される方法であっ
て、
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　前記被検査ネットワークを介してパケットのストリームを受信する工程であって、各々
のパケットは複数のパケットグループからの１つのパケットグループのメンバーであり、
各々のパケットはそれぞれのパケットグループを識別するパケットグループ識別番号（Ｐ
ＧＩＤ）を含み、シーケンス番号（ＳＮ）がそれぞれのパケットグループ内の相対的送信
順序を定義し、複数のパケットグループの少なくとも一部が２つ以上のパケットを含み、
　各々の受信されたパケットについて、
　前記受信されたパケットからＰＧＩＤおよびＳＮを抽出する工程と、
　前記トラフィックレシーバ内またはそれに接続されたメモリから、抽出されたＰＧＩＤ
によって識別されたパケットグループに関連付けられたデータを検索する工程であって、
前記データは、次に予期されるシーケンス番号（ＮＥＳＮ）、作動の開始（ＳＯＲ）、順
序通りのパケットの番号（ＮＩＯ）、および複製のパケットの番号（ＮＤＰ）を含む、工
程と、
　前記データを更新する工程であって、以下：
　　ＳＮがＮＥＳＮと等しいか、ＮＥＳＮ未満であるか、またはＮＥＳＮより大きいかど
うかを決定するために、ＳＮとＮＥＳＮとを比較することと、
　　ＳＮがＮＥＳＮと等しい場合、ＮＥＳＮをインクリメントし、ＮＩＯをインクリメン
トすることと、
　　ＳＮがＮＥＳＮ未満である場合、ＳＮとＳＯＲとを比較し、ＳＮがＳＯＲより大きい
か、またはＳＯＲと等しい場合、ＮＤＰをインクリメントすることと、
　　ＳＮがＮＥＳＮより大きい場合、ＳＯＲをＳＮに設定し、ＮＥＳＮをＳＮプラス１に
設定し、ＮＩＯをインクリメントすることと、を含む、工程と、
　前記更新されたデータを前記メモリに保存する工程とを含む、方法。
【請求項１４】
　前記抽出されたＰＧＩＤによって識別されたパケットグループに関連付けられたデータ
は、ロストしたパケットの番号（ＮＬＯ）を含み、前記データを更新する工程はさらに、
　ＳＮがＮＥＳＮより大きい場合、ＳＮマイナスＮＥＳＮと等しい値だけ、ＮＬＯを増加
させることを含む、請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　前記抽出されたＰＧＩＤによって識別されたパケットグループに関連付けられたデータ
は、再順序化されたパケットの番号（ＮＲＯ）および遅延パケットの番号（ＮＬＡ）を含
み、前記データを更新する工程はさらに：
　ＳＮがＮＥＳＮ未満で、ＳＮがＳＯＲ未満である場合：
　ＳＮと、ＮＥＳＮマイナス特定の遅延閾値（ＬＴ）とを比較することと、
　ＳＮがＮＥＳＮマイナスＬＴより大きいか、それと等しい場合に、ＮＲＯをインクリメ
ントし、ＮＬＯをデクリメントすることと、
　ＳＮがＮＥＳＮマイナスＬＴ未満である場合、ＮＬＡをインクリメントし、ＮＬＯをデ
クリメントすることとを含む、請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
　前記抽出されたＰＧＩＤによって識別されたパケットグループに関連付けられたデータ
はＬＴを含む、請求項１５に記載の方法。
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